
乳幼児期 学齢期 高齢期 成人期 

歯科保健を取り巻く状況について 

80歳で20本以上歯を残す8020 
（ハチマル・ニイマル）の達成者は増加。 

(％) 

(％) 

出典：３歳児：母子保健課・歯科保健課調べ、地域保健健康増進事業報告、       
   12歳児：学校保健統計調査 

歯が多く残っている高齢者の増加に伴い、 
高齢者の歯周病の罹患率が増加。 

出典：歯科疾患実態調査 

(％) 

出典：歯科疾患実態調査 

20歳以上で過去１年間に歯科検診を受けた者の割合は増加。 

出典：国民健康・栄養調査 
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高齢者の歯科受診患者は増加、歯科診療所の受診患者の40％以上が65歳以上。 

出典：患者調査 
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0～14歳 15～44歳 45～64歳 65歳以上 

3歳児及び12歳児の一人平均むし歯数及び 
むし歯有病者率は年々減少。 

(本) 

○ 小児のむし歯は減少している。また、歯が多く残っている高齢者は増加しており、これに伴い、高齢者における歯周病の罹患率が増加し
ている。 

○ 成人において過去１年間に歯科検診を受けた者の割合は増加し、高齢化の進展に伴い、歯科診療所を受診する高齢者は増加している。 
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8020達成者：
51.2％ 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

15～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳～ 

平成11年 平成17年 平成23年 平成28年 

3 


